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※�第９投票区『白樺の家』と
第12投票区『札内高原館』
は７時～18時。

投票できる方

期日前投票について

他の市町村から転入して
きた方

◎登別市で投票できる方
平成28年３月22日までに転入の届け出を済ませ、引き続き３カ月以上登別市に住
所を有している方
◎登別市で投票できない方
平成28年３月23日以降に転入の届け出をした方
※�前住所地の市町村で投票となりますので、前住所地の選挙管理委員会にお問い
合わせください。

市内で住所が変わった方
　平成28年６月10日までに市内転居の届け出を済ませた方は、新しい住所地の投
票所で投票してください。
※�６月11日以降に市内転居の届け出をした方は、前住所地の投票所で投票してく
ださい。

中央期日前投票所（市役所第２庁舎1階）
期　　　　　間 時　　間

６月24日㈮～７月９日㈯ 8時30分～20時

鷲別期日前投票所（鷲別公民館１階）
期　　　　　間 時　　間

７月７日㈭～９日㈯ 8時30分～19時

　仕事などで選挙期日（投票日）に投票所に行けない方は、次の
場所で選挙期日の前日まで投票することができます。

投票所入場券を忘れずに
※紛失などにより持参できない方も投票することができます。
※�入場券の裏面は宣誓書となっていますので、期日前投票に来る方は、
事前に記載することができます。

不在者投票
　一時的に他市町村に滞在し
ている方や指定された病院・
老人ホームなどに入院・入所
している方、選挙期日に18歳
に達する方が選挙期日前に投
票する場合は、不在者投票に
なります。

郵便などによる不在者
投票制度
　身体に重度の障がいがある
方、介護保険法上の要介護５
の方で、投票日に投票所での
投票が困難な方が自宅などか
ら郵送で投票できる制度です。
詳しくは問い合わせください。

問い合わせ　選挙管理委員会事務局（☎�９１４３）

　選挙期日(投票日）当日、満18歳以上（平成10年７月11日までに生まれた方）の日本国民で、選挙人名簿
に登録されている方
※公民権の停止など一定の理由で選挙権を有しない方は投票できません。

第24回参議院議員通常選挙
投票に行こう　むだにしないで　その一票

７月10日㈰

　第24回参議院議員通常選挙の選挙日程は、正式決定前の内容となっており、選挙期日（投票日）を７月10
日㈰と想定して掲載しています。選挙期日（投票日）が変更になった場合は、投票できる人の要件や期日前
投票の期間が変更されることがありますので投票所入場券や選挙公報で確認をお願いします。

◎公示日
　６月23日㈭

◎選挙期日（投票日時）
　７月10日㈰ ７時～20時
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国民健康保険税のお知らせ
平成28年度の納税通知書を６月中旬に郵送します

問い合わせ
国民健康保険グループ
（☎�１７７１）

　 国民健康保険税の納付について
○国民健康保険税率が前年度から一部変更になりました

区　分
医療給付費分 介護納付金分

（40歳以上65歳未満の方） 後期高齢者医療支援金等分

税率など 計算方法 税率など 計算方法 税率など 計算方法

🄐🄐
所得割

8.9㌫
（前年度　
　8.3㌫）

各加入者の【平成27年
中の所得－33万円】の
合算×8.9㌫

2.5㌫
介護該当者の【平成27
年中の所得－33万円】
の合算×2.5㌫

2.8㌫
（前年度
　1.8㌫）

各加入者の【平成27年
中の所得－33万円】の
合算×2.8㌫

🄑🄑
均等割 2万6,000円 世帯の加入者数×

2万6,000円
8,700円
(前年度
5,200円)

介護該当者の加入者数
×8,700円

7,100円
(前年度
3,800円)

世帯の加入者数×
7,100円

🄒🄒
平等割 2万5,000円 1世帯当たりの定額

5,900円
(前年度
5,800円)

介護該当者がいる1世
帯当たりの定額

7,000円
(前年度
4,000円)

1世帯当たりの定額

課　税
限度額 52万円（前年度51万円） 16万円（前年度14万円） 17万円（前年度16万円）

合　計
🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐
＝納付額①

🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐
＝納付額②

🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐
＝納付額③

①＋②＋③＝１年間の国民健康保険税額
※前年度の税率などの記載がないものは、前年度から変更はありません。

　 医療費の抑制にご協力をお願いします

○国民健康保険税の納め方　※納付には口座振替が便利です。
　納付書や口座振替による納付（普通徴収）または年金からの天引き（特別徴収）で納めていただきます。

　市の保険税は、過去の累積黒字を活用して、平成
21年度から平成24年度までは計画的に税率を下げ、
平成25年度から平成27年度までは税率を据え置き、
加入者の負担を軽減してきました。
　しかし、国民健康保険加入者の減少、高齢化や医
療の高度化、慢性的な疾患などによる医療費の増加
などにより、厳しい財政状況となっています。
　このことから、平成28年度から、市の保険税率で
北海道平均に満たない部分を平均値まで引き上げる
こととなりました。
　国民健康保険税は、国民健康保険が負担する医療
費の財源となっており、医療費の増加は国民健康保
険税の値上げにつながりますので、医療費の抑制に
ご協力をお願いします。

ジェネリック医薬品（後発医薬品）の利用
を検討してみませんか
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、先発医薬
品と同等の効能効果を持つ医薬品であり、費用が先
発医薬品よりも低価格な医薬品です。皆さんの経済

負担を減らし、市の医療費抑制にもつながります。
ジェネリック医薬品の利用については、医師・薬剤
師にご相談ください。

『はしご受診』や『重複受診』はやめましょう
　同じ病気で受診する病院や診療所を変えて複数の
医療機関で受診することを『はしご受診』や『重複
受診』と言います。同じ診療や検査を繰り返すと、
医療費が増えるだけではなく、薬の重複使用などで
皆さんの体に悪影響を及ぼす可能性がありますので
やめましょう。

健康診断を受け、日ごろから健康管理に努
めましょう
　病気の早期発見ができると治療期間が短くなる可
能性があり、皆さんの経済負担も少なくなります。
登別市の国民健康保険に加入している40歳以上の方
は、毎年度１回、無料で『特定健診』を受けること
ができます。そのほか、有料の健康診断を実施して
いますのでご活用ください。
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公共下水道区域外の地域を対象に浄化槽整備事業（個別排水処理施設整備事業）を行っています。

平成28年度浄化槽設置希望者を募集します
申し込み・問い合わせ
下水道グループ
（☎�９０５２）

浄
化
槽
と
は

　
浄
化
槽
は
、
生
活
排
水
を
各
家
庭
で

処
理
で
き
る
個
人
下
水
道
で
す
。
槽
内

で
は
微
生
物
が
有
機
物
（
汚
物
）
を
食

べ
て
分
解
し
て
く
れ
ま
す
。
宅
地
内
の

乗
用
車
１
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
で
浄
化
槽

が
設
置
で
き
（
工
事
は
10
日
間
程
度
）
、

衛
生
的
で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
家
庭

の
生
活
排
水
を
し
っ
か
り
処
理
し
て
く

れ
る
の
で
、
身
近
な
生
活
環
境
の
改
善

や
保
全
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

事
業
の
内
容

　
浄
化
槽
の
設
置
を
希
望
す
る
方
の
申

請
に
よ
り
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
維

持
管
理
（
保
守
点
検
や
清
掃
な
ど
）
を

行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
市
が
行
う
工
事
は
、
浄
化

槽
の
設
置
工
事
で
す
。
①
水
洗
ト
イ
レ

へ
の
改
造
工
事
、
②
生
活
排
水
を
浄
化

槽
ま
で
流
す
た
め
の
工
事
は
、
個
人
の

負
担
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
①
・
②
の
工
事
は
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　
募
集
は
通
年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
年

度
ご
と
の
設
置
基
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
・
相
談
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
建
物

　
一
般
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
、
共
同

住
宅
、
事
務
所

※
別
荘
を
除
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
区
域

▼�

全
地
域
　
カ
ル
ル
ス
町
、
上
登
別
町
、

登
別
温
泉
町
、
札
内
町
、
富
浦
町
、

来
馬
町
、
鉱
山
町
、
川
上
町

▼�

一
部
の
地
域
　
中
登
別
町
、
登
別
東

町
、
登
別
本
町
、
登
別
港
町
、
新
栄

町
、
幸
町
、
千
歳
町
、
常
盤
町
、
柏

木
町
、
片
倉
町
、
富
士
町
、
桜
木
町
、

青
葉
町
、
緑
町
、
若
山
町
、
富
岸
町
、

新
生
町
、
若
草
町
、
鷲
別
町
、
上
鷲

別
町
、
美
園
町

設
置
し
た
方
の
負
担

　
市
が
施
工
し
た
浄
化
槽
の
設
置
工
事

費
の
１
割
を
分
担
金
と
し
て
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
分
担
金
は
５
年
に
分

割
し
、
年
４
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、
生
活

排
水
を
浄
化
槽
に
流
し
込
む
排
水
設
備

工
事
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
使
っ
た
水
の
量
に
応
じ
た
下

水
道
料
金
相
当
額
を
使
用
料
と
し
て
、

２
カ
月
に
１
度
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

浄
化
槽
に
空
気
を
送
る
ブ
ロ
ワ
な
ど
の

電
気
代
は
使
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

個別排水処理区域※市ホームページ
　『個別排水処理施設整備事業のご案内』も
　ご覧ください。　
　http://www.city.noboribetsu.lg.jp/
� docs/2013030800753/

　　 色の付いている部分が公共下水道で処理する集合処理区域、
それ以外の白色の部分が浄化槽で処理する個別処理区域です。
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『ケータイ・スマホ３つのルール』

　いじめは、いじめを受けた子どもの健全な心身の成長や人格の形成に多大な影響を与えるだけではなく、
生命にかかわる危険性もあり、決してあってはならないものです。万が一いじめが生じた場合は、早期に解
決しなければなりません。
　各学校では、定期的なアンケート調査や日頃からの教員による子どもたちへの声かけ、相談などに取り組
んでいますが、家庭や地域においても、子どもと接する機会を一層充実していただくとともに、いじめの早
期発見、早期解決に向けて、学校や家庭、地域、関係機関が連携し、社会全体で、子どもたちをいじめから
守りましょう。いじめを見かけたり、気付いたりしたときは、各学校や次の番号にご連絡ください。
※市教育委員会ホームページに『登別市いじめ防止基本方針』を掲載していますので、ぜひご覧ください。

　近年、ネットによるいじめが問題視され、メールなどの返信が遅れたことや掲示板などの書き込み内容が、
いじめの原因となるケースもあります。
　子どもたちに携帯電話やスマートフォンなどを上手に使う力を身に付けさせると同時に、ネットによるい
じめを防ぐため、市教育委員会や市ＰＴＡ連合会、市校長会で『ケータイ・スマホ３つのルール』を作成し
ました。
　市は『使用時間を決める』、『保護者も管理に責任を持つ』ことを呼びかけていますので、家庭や地域で
も、機会を見つけてこのルールをもとにネットの利用方法について子どもと話し、ネットの活用がいじめに
つながることのないようご協力をお願いします。

登別市民の皆さんへ
いじめは絶対に許されない！

社会全体で、子どもたちをいじめから守りましょう！

ネットによるいじめにも要注意

問い合わせ　学校教育グループ（☎�１１６２）

①�　携帯電話やスマートフォンなどの使用時間は、長くても、小学校３・４年生は一日１時間以内、小
学校５・６年生や中学生は一日２時間以内にする。
②�　携帯電話やスマートフォンなどの使用時刻は、小学校３・４年生は夜７時、小学校５・６年生は夜
８時、中学生は夜９時まで。それ以降は自分の部屋に持ち込ませないようにする。
③　携帯電話やスマートフォンなどには、フィルタリングをかける。

小学校名 電話番号 中学校名 電話番号
幌別小学校 ８５－２５２１ 幌別中学校 ８５－３１１１
幌別西小学校 ８５－２３６４ 西陵中学校 ８５－５０４１
幌別東小学校 ８５－３５３２ 鷲別中学校 ８６－７９５０
青葉小学校 ８５－１４７７ 登別中学校 ８３－１０２９
鷲別小学校 ８６－７０１１ 緑陽中学校 ８５－５４０９
若草小学校 ８６－７５１３
登別小学校 ８３－１０１４
富岸小学校 ８６－６３０３

◦登別市いじめ相談電話
　☎８５－００８５
◦子ども相談支援センター（２４時間対応）
　☎０１２０－３８８２－５６

5 社会全体で、子どもたちをいじめから守りましょう！



　
４
月
25
日
㈪
、
市
民
会
館
で
『
第
１
回
登
別
市
市
民

自
治
推
進
委
員
会
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
第
３
期
基
本
計
画
策
定
の
た
め
に
、

市
内
で
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
か
ら

の
推
薦
者
や
一
般
公
募
者
な
ど
で
組
織
し
た
市
民
検
討

委
員
会
の
方
が
、
計
画
策
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
主

旨
を
ふ
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
協
議
を
続
け
、
新
た
な

協
働
の
場
と
し
て
同
委
員
会
委
員
に
参
画
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

　
今
後
は
、
「
こ
の
ま
ち
を
よ
り
良
い
ま
ち
に
し
た
い
」

と
い
っ
た
共
通
の
思
い
の
も
と
、
市
民
と
行
政
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
４
月
22
日
㈮
、
若
草
小
学
校
前
と
イ
オ
ン
登
別
店
前

で
人
と
旗
の
波
街
頭
啓
発
運
動
（
市
、
交
通
安
全
協
会

主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識

を
高
め
、
交
通
事
故
防
止
を
徹
底
し
て
も
ら
う
目
的
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
多
発
し
て
い
る
死
亡
交
通
事
故
の
影
響
を
受

け
、
例
年
以
上
の
人
数
が
参
加
し
、
地
区
連
合
町
内
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者

な
ど
、
約
１８０
人
が
沿
道
で
黄
色
の
旗
を
持
っ
て
並
び
、

通
学
中
の
児
童
や
通
勤
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全

に
つ
い
て
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

第
１
回
登
別
市
市
民
自
治
推
進
委
員
会

人
と
旗
の
波
街
頭
啓
発
運
動

4
� 22

4
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住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
共
に
取
り
組
む

交
通
事
故
を

増
や
さ
な
い
た
め
に

▲�協働のまちづくりを推進するために組織された市民自治推
進委員会

▲�沿道で交通安全を呼び掛ける関係者

　
５
月
７
日
㈯
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
千
葉
真
子
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
市
民
会
館
で
『
千
葉
真
子
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
』

（
市
、
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
た
め
催
さ
れ
、
千
葉
さ
ん
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
選

手
が
話
す
言
葉
か
ら
、
そ
の
選
手
の
世
界
観
を
感
じ
て
く
だ
さ

い
」
と
参
加
者
へ
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
翌
日
の
５
月
８
日
㈰
に
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
市
営
陸
上
競

技
場
を
発
着
地
点
に
『
第
41
回
登
別
こ
い
の
ぼ
り
マ
ラ
ソ
ン
』

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
市
街
地
を
駆
け
抜
け
る
３
・
５
・
10
㌔
㍍
と
陸
上

競
技
場
内
を
走
る
幼
児
4００
㍍
が
あ
り
、
去
年
を
上
回
る
約
7００
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
市
内
外
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
千
葉
さ
ん
が
登
場
す
る
と
、
会
場
は
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
ラ
ン
ナ
ー
は
、
千
葉
さ
ん
の
音
頭

で
準
備
体
操
を
行
っ
た
後
、
ス
タ
ー
ト
の
号
砲
で
一
斉
に
飛
び

出
し
、
吹
奏
楽
や
太
鼓
に
よ
る
応
援
の
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
の
協
力
を
受
け
て
、
力
強
く
快
走
し
ま
し
た
。

『千
ち

葉
ば

真
まさ

子
こ

スポーツ講演会』・『第41回登別こいのぼりマラソン』

市民がスポーツに親しめるように
～元オリンピック選手を招待～ ５

� ７・8

▲�スポーツの素晴らしさについて語る千葉さん

▲�春の風を感じながら市街
地を駆け抜けるランナー

この記事の関連動画を
次の方法でご覧いただ
けます。
・ＵＲＬ：
https：//www.you
tube.com/user/
Noboribetsu
Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード
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４
月
26
日
㈫
、
登
別
温
泉
町
の
ホ
テ
ル
で
『
消
防
職

団
員
合
同
放
水
訓
練
』
（
市
主
催
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
消
防
署
登
別
温
泉
支
署
と

消
防
団
登
別
温
泉
分
団
か
ら
26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
高
層
宿
泊
施
設
で
火
災
が
発
生
し
た
想
定

で
行
わ
れ
、
消
防
車
に
よ
る
延
焼
箇
所
へ
の
放
水
や
救

助
隊
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
た
人
の
救
出
、
救
急
車
に
よ
る

最
寄
り
の
病
院
へ
の
搬
送
な
ど
を
実
施
。
指
揮
隊
や
消

防
隊
、
救
助
隊
、
救
急
隊
の
相
互
連
携
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
訪
れ
た
観
光
客
や
地
域
の
方
に
火
災
予
防
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　４月27日㈬、登別
子育て支援センター
で『お楽しみデー』
（同センター主催）
を開催しました。
　同センターでは、
参加した親子が一緒
に手遊びや体操遊び
をする『あそびの広
場』などの事業を行
っているほか、２カ

月に１回、『お楽しみデー』を開催して
います。４月の『お楽しみデー』では、
こいのぼり作りを実施。６組の親子が参
加し、紙コップやシールなどで、こいの
ぼり型のけん玉作りに挑戦しました。
　上手にこいのぼり型のけん玉を作り上
げた後は、けん玉を持って全員で記念撮
影をし、参加者は思い出に残る楽しい時
間を過ごしました。

　４月20日㈬、本格的な山菜採りシーズンを迎えるに
あたり、遭難事故防止を呼び掛ける看板を市内40カ所
に設置しました（市主催）。
　同看板は、毎年行方不明者が後を絶たないことを踏
まえ、行方不明者多発地帯に設置。
　この日は、上登別町とカルルス町を結ぶ道道洞爺湖

登別線沿いで設置作
業が行われました。
　山菜採りでの遭難
事故は過去５年間で
17件。昨年は２件発
生しています。
　皆さんの大切な命
を落とすことのない
よう十分注意しまし
ょう。

消
防
職
団
員
合
同
放
水
訓
練

4
� 26

火
災
に
備
え
て
放
水
訓
練

▲�連携を図り、手際よく放水作業を行う消防職団員

　
キ
ウ
シ
ト
湿
原
は
、
昨
年
４
月
に
一
般
公
開
を
開
始

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
察
会
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
５

月
に
は
、
３
日
㈫
か
ら
５
日
㈭
に
か
け
て
『
ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ
観
察
会
』
（
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ウ
シ
ト
湿
原
・
登

別
』
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
５
日
㈭
に
は
、
約
20
人
が
参
加
。
同
法
人

会
員
の
案
内
で
、
通
常
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い

『
保
全
エ
リ
ア
』
の
中
を
散
策
し
ま
し
た
。

　
観
察
会
開
始
時
は
曇
り
空
だ
っ
た
も
の
の
途
中
か
ら

は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
約
１
時
間
30
分
か
け

て
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
貴
重
な
在
来
植
物
な
ど
の
観
察

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
観
察
会

山菜採りの遭難防止啓発看板設置

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
お
楽
し
み
デ
ー
』

5
� 3～5

4
� 20

4
� 2７

春
の
湿
原
を
散
策

山菜採りでの遭難に注意！ こ
い
の
ぼ
り
作
り
に
挑
戦

▲�保全エリア内の植物の説明を聞く参加者

▲�山菜採りでの遭難防止啓発看板の設置
の様子

▲�こいのぼり型のけん
玉を持って元気に遊
ぶ子どもたち
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

地域とのつながりを
大切に役者として登
別を盛り上げたい

手のひらで遊ぶ　豆盆栽クラブ
　
『
手
の
ひ
ら
で
遊
ぶ
　
豆
盆
栽
ク

ラ
ブ
』
は
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で

の
盆
栽
展
示
会
を
き
っ
か
け
に
、
平

成
23
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現

在
、
会
員
は
60
代
か
ら
80
代
ま
で
の

男
女
７
人
。
毎
月
第
３
土
曜
日
の
10

時
か
ら
12
時
ま
で
、
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
豆
盆
栽
の
植
え
替
え
・
手
入

れ
の
講
習
や
、
情
報
交
換
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。

　
代
表
の
黒く

ろ

澤さ
わ

洋ひ
ろ
し

さ
ん
に
豆
盆
栽
の

魅
力
に
つ
い
て
話
を
聞
く
と
、
「
手

軽
に
育
て
ら
れ
る
の
で
、
団
地
住
ま

い
の
方
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
ま
す
。

小
さ
く
て
花
が
咲
い
た
り
実
が
な
っ

た
り
と
か
わ
い
い
の
で
、
女
性
に
も

人
気
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
し
て
何
よ

り
、
部
屋
の
中
に
い
て
も
、
そ
の
小

さ
な
鉢
か
ら
、
『
春
の
芽
吹
き
』
、

『
夏
の
深
緑
』
、
『
秋
の
紅
葉
』
な

ど
四
季
折
々
の
風
情
を
感
じ
ら
れ
る

こ
と
が
最
大
の
魅
力
で
す
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
、
入
会
し
た
鈴す

ず

木き

久ひ
さ

雄お

さ
ん

は
、
「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
展
示

会
を
見
て
、
家
の
木
の
手
入
れ
の
参

考
に
な
る
か
と
考
え
、
自
分
も
や
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
入
会

の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
話
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
春
と
秋
の
年
２
回
、
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
で
開
催
す
る
展
示
会
に
作
品

を
展
示
す
る
た
め
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方

が
初
心
者
に
も
丁
寧
に
指
導
を
行
っ

て
い
る
同
会
は
、
現
在
、
豆
盆
栽
に

興
味
の
あ
る
方
の
入
会
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。

　
展
示
会
や
入
会
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
黒
澤
さ
ん
（
☎
�
１
４
７

４
）
ま
で
。

▲�豆盆栽の植え替えについて講習してい
る様子

豆盆栽で情緒豊かな四季
折々を一緒に演出しませ
んか

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
41
回

　
３
月
29
日
に
、
北
海
道
か
ら
、
新
た
に

市
内
24
カ
所
が
『
土
砂
災
害
警
戒
区
域
』

や
『
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
』
に
指
定

さ
れ
、
市
内
で
指
定
さ
れ
て
い
る
区
域
は

50
カ
所
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
区
域

は
、
北
海
道
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

総
務
グ
ル
ー
プ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
土
砂
災
害
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め

に
、
次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
日
頃
か
ら

意
識
し
ま
し
ょ
う
。

住
ん
で
い
る
場
所
が
『
土
砂
災
害
警
戒
区

域
』
や
『
土
砂
災
害
危
険
箇
所
』
で
は
な

い
か
確
認
す
る

　
土
砂
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
地
区
は

『
土
砂
災
害
警
戒
区
域
』
や
『
土
砂
災
害

危
険
箇
所
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お

住
ま
い
の
地
域
を
登
別
市
防
災
マ
ッ
プ
な

ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

雨
が
降
り
出
し
た
ら

土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意
す
る

　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
雨
に
よ
っ
て

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
と

き
に
北
海
道
と
気
象
庁
が
共
同
で
発
表
す

る
災
害
情
報
で
す
。
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
で
発

表
さ
れ
る
ほ
か
、
登
別
市
防
災
メ
ー
ル
で

配
信
し
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら

早
め
に
避
難
す
る

　
住
ん
で
い
る
地
域
に
土
砂
災
害
警
戒
情

報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
近
く
の
避
難
場
所

な
ど
、
安
全
な
場
所
に
早
め
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
強
い
雨
や
長
雨
の
時
は
土
砂
災

害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
登
録
制
メ
ー
ル
に
よ

る
情
報
提
供
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

登別市防災メールの
登録方法

▼
問
い
合
わ
せ

　
　
総
務
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　次の二次元バーコー
ドを読み取るか、専用
ホームページ（ｈｔｔｐｓ：
//ｓｅｒｖｉｃｅ．ｓｕｇｕｍａｉｌ．
ｃｏｍ/ｎｏｂｏｒｉｂｅｔｓｕ/）
から電子メールを送信
し、返信さ
れたメール
の指示に従
って登録し
てください。

8� 知って備える防災メモ・仲間たち



▲�舞台に立ち、迫力のショー
を披露する竹見さん

　
「
舞
台
で
の
登
場
の
仕
方
を
変
え
た

だ
け
で
も
、
お
客
様
の
反
応
は
全
く
違

っ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
毎
回
の
舞
台

を
全
力
で
演
じ
な
が
ら
も
、
お
客
様
の

心
に
ぐ
っ
と
迫
る
演
技
は
ど
れ
な
の
か

を
考
え
、
芝
居
に
変
化
を
加
え
て
い
ま

す
」
と
話
す
竹
見
さ
ん
。
来
場
者
の
心

に
響
く
演
技
を
仲
間
と
と
も
に
日
々
追

求
し
て
い
ま
す
。
　

　
「
お
客
様
の
笑
顔
が
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
ろ
う
と
い
う
原
動
力
に
な
っ
て
い

ま
す
ね
。
以
前
、
『
落
ち
込
ん
で
い
た

け
れ
ど
、
舞
台
を
見
て
元
気
に
な
れ
ま

し
た
』
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
い
た
と

き
に
は
、
本
当
に
こ
の
仕
事
を
し
て
い

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
役
者
冥

利
に
尽
き
ま
す
ね
」
。

　
来
場
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
も
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る
と

い
う
竹
見
さ
ん
。
鬼
ま
つ
り
や
地
獄
ま

つ
り
な
ど
の
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
初
め
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
と

き
、
ま
ち
の
人
の
『
皆
で
登
別
を
盛
り

上
げ
よ
う
』
と
一
生
懸
命
な
姿
勢
に
心

を
打
た
れ
、
自
分
も
参
加
し
て
地
域
活

性
の
一
助
を
担
い
た
い
、
地
域
の
方
と

の
交
流
を
通
じ
て
登
別
伊
達
時
代
村
を

知
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
気
持
ち
を
強

く
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
地
域

密
着
へ
の
思
い
が
生
ま
れ
た
き
っ
か
け

を
語
る
竹
見
さ
ん
。

　
毎
年
参
加
し
て
い
る
鬼
ま
つ
り
で
は
、

ま
ち
の
方
と
一
緒
に
市
内
を
練
り
歩
き
、

南
京
玉
す
だ
れ
な
ど
を
披
露
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
仕
事
で
培
っ
て
き
た
人

を
楽
し
ま
せ
る
技
術
を
生
か
す
こ
と
で
、

見
て
く
れ
る
人
も
喜
ん
で
く
れ
ま
す
し
、

ま
ち
を
元
気
に
す
る
一
員
と
し
て
参
加

で
き
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
登

別
伊
達
時
代
村
が
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
た
め
に

は
、
登
別
の
元
気
・
活
性
化
が
あ
っ
て

こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
や
お
客
様
と

の
『
触
れ
合
い
や
つ
な
が
り
』
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
す
竹
見

さ
ん
。

　
大
好
き
な
登
別
へ
の
思
い
を
胸
に
、

今
日
も
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

原
動
力
は
来
場
者
の
笑
顔

地
域
に
密
着
し
た
『
登
別
伊
達
時
代
村
』

で
あ
り
た
い

竹
たけ

見
み

貴
たか

行
ゆき

さん（柏木町）
　江戸の街並みや文化を再現したカルチ
ャーパーク『登別伊達時代村』。江戸時
代にタイムスリップしたかのようなリア
ルな雰囲気や迫力のアクション、華麗な
パフォーマンスが人気を博し、昨年度の
来場者数は30万人を突破しました。
　そして、この人気を支えている１つで
ある忍者ショー『忍者かすみ屋敷』で活
躍しているのが役者の竹見貴行さんです。
　幼い頃から人前に立つことが好きだっ
たという竹見さんは「自分の身体を使っ
て表現することで人を楽しませたい」と
いう思いから、役者の道に進みました。
　今回は、入社から21年間、『登別伊達
時代村』で役者として来場者を楽しませ、
平成25年からは同屋敷の座長としても活
躍する竹見さんに、役者としての思いや
地域との関わりなどを伺いました。

地域とのつながりを
大切に役者として登
別を盛り上げたい

昭和50年江別市生まれ。40歳。
北海道野幌高等学校を卒業後、平成７年６月から登別伊達時
代村に勤務。現在、同社芸能部門の『忍者かすみ屋敷』で役
者として活躍し、来場者を楽しませている。

9 きらり



『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０円）』
を貼って出してください。（１回につき５品まで）

収集の申し込み
㈲登和清掃（☎�０２００）

※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※�電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

７月の粗大ごみ収集

　
効
率
よ
く
夏
季
の
執
務
を
行
う
た

め
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
服
装
で

執
務
し
ま
す
。

期
間
　
６
月
１
日
㈬
～
９
月
30
日
㈮

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
市
・
道
民
税
（
第
１
期
）
、
国
民

健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第
１
期
）

の
納
期
限
は
６
月
30
日
㈭
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１

５
５
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

�
１
７
７
１
）

　
市
は
、
こ
の
『
水
道
週
間
』
に
合

わ
せ
、
登
別
市
管
工
事
業
協
同
組
合

の
協
力
に
よ
り
、
浄
水
場
な
ど
の
施

設
周
辺
の
清
掃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
水
道
Ｇ

�

（
☎
�
５
５
１
０
）

　
強
化
週
間
期
間
は
、
通
常
よ
り
も

時
間
を
延
長
し
て
対
応
し
ま
す
。

期
間

◦�

６
月
27
日
㈪
～
７
月
１
日
㈮
８
時

30
分
～
19
時

◦�

７
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
10
時
～
17

時
相
談
先
　
子
ど
も
の
人
権
１１０
番

�

（
☎
０
１
２
０

－

００7

－

１１０
）

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
『
水

道
週
間
』
で
す
。
こ
の
週
間
は
、
広

報
活
動
な
ど
の
運
動
を
通
し
て
水
道

に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、

公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改

善
を
図
る
と
と
も
に
、
水
道
事
業
の

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
も
の
で
、

毎
年
全
国
規
模
で
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護

委
員
に
電
話
相
談
で
き
ま
す
。

　
外
国
人
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正

に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格
の

確
認

◦�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
届
け
出
（
雇

用
と
離
職
）

◦�

社
会
保
険
な
ど
の
加
入

問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

�

（
☎
㉒
８
６
８
９
）

　
犬
の
飼
い
主
は
、
生
後
91
日
を
過

ぎ
た
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

毎
年
１
回
接
種
さ
せ
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
注
射
の
時
期
は
６
月
30
日
㈭
ま
で

で
、
動
物
病
院
で
随
時
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問�
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

日�

時
　
７
月
６
日
㈬
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
鷲
別
公
民
館

※�

９
月
に
市
民
会
館
で
同
じ
内
容
の

説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
８
月
以
降
の
広
報
の
ぼ

り
べ
つ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問�
い
合
わ
せ
　
室
蘭
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
（
室
蘭
市
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
所
内
・
☎
�
５
０
６
２
）

市
職
員
は
軽
装
で
執
務
し
ま
す

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

水
道
週
間
～
『
じ
ゃ
口
か
ら

安
心
と
ど
け
　
未
来
ま
で
』
～

全
国
一
斉
『
子
ど
も
の
人
権
110
番
』

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

６
月
は
『
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間
』
で
す

狂
犬
病
予
防
注
射
は

済
ん
で
い
ま
す
か
？

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

地　区 収集期間 申込期間

若山町 ７月４日㈪～
７月９日㈯　

６月20日㈪～
７月１日㈮　

登別東町 ７月11日㈪～
７月16日㈯　

６月27日㈪～
７月８日㈮　

鷲別町４～６丁目 ７月18日㈪～
７月23日㈯　

７月４日㈪～
７月15日㈮　

新川町 ７月25日㈪～
７月30日㈯　

７月11日㈪～
７月22日㈮　
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場�
所
　
旧
ソ
連
、
中
国
、
硫
黄
島
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど

対�

象
　
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お

け
る
戦
没
者
の
遺
族
な
ど

※�

参
加
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
１
９
１
１
）

　
市
内
で
は
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
数
多
く
行

わ
れ
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
方
が
参

加
で
き
る
よ
う
『
平
成
28
年
度
登
別

市
内
各
種
大
会
・
行
事
一
覧
表
』
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
一
覧
表
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所

市
民
コ
ー
ナ
ー
や
各
支
所
、
市
立
図

書
館
、
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分
館
、

市
民
会
館
、
し
ん
た
21
、
市
民
活
動

　
市
内
の
中
学
生
12
人
が
、
日
ご
ろ

考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま

す
。
少
年
の
健
全
育
成
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
、
多
数
の
参
観
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日�

時
　
６
月
７
日
㈫
13
時
30
分
～
16

　
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

平
成
28
年
６
月
19
日
か
ら
投
票
所
に

入
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
の
範
囲

が
、
現
行
の
幼
児
か
ら
、
児
童
・
生

徒
そ
の
他
の
年
齢
満
18
歳
未
満
の
者

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
同
伴
者
が
満
18
歳
未
満

と
確
認
で
き
な
い
場
合
や
、
同
伴
者

の
入
場
に
よ
っ
て
混
雑
や
け
ん
騒
な

ど
が
生
じ
投
票
所
の
秩
序
が
保
持
で

き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
投
票

管
理
者
が
判
断
し
た
場
合
は
投
票
所

に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

問�
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
☎
�
９
１
４
３
）

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
調
整
Ｇ

�

（
☎
�
６
５
８
６
）

時
場
所
　
鷲
別
中
学
校
体
育
館

※�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問�

い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ
（
青
少

年
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
１
１
５
４
）

平
成
28
年
度
慰
霊
巡
拝

平
成
28
年
度
登
別
市
内
各
種
大
会

・
行
事
一
覧
表
を
作
成
し
ま
し
た

第
33
回
登
別
市
少
年
の
主
張
大
会
兼
平
成
28

年
度
少
年
の
主
張
胆
振
地
区
大
会
予
選
会

投
票
所
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
子

ど
も
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　７月１日㈮から、登別温泉ふ
れあいセンターの施設業務時間
を変更します。
▶施設業務時間（変更後）
◦�登別温泉支所…９時～15時
※土・日曜日、祝日を除く。
◦�情報センター・図書配本所…
９時～15時
◦�多目的ホール…９時～22時
※�多目的ホールを利用する前日
の15時までに予約が必要です。
▶問い合わせ　登別温泉支所
� （☎�２０６８）

　これまで、一般家庭にできた
蜂の巣は、市が費用を負担し駆
除を行ってきましたが、４月１
日から、それぞれの家屋や土地
の所有者などに自らの責任で駆
除を行っていただくこととして
います。
　市が把握している、市内また
は近隣市町で蜂の巣の駆除を行
っている事業者を紹介します。
費用は事業者ごとに異なるので、
巣の駆除を依頼する場合は事業
者に直接確認してください。
▶�蜂の巣の駆除を行っている事
業者
◦市内：㈲オリコクリーン
� （☎�１４２２）
◦市外：室蘭清掃管理センター
� （☎㊸３１５５）
　　　　�北海道防疫燻蒸㈱室蘭

事業所
� （☎㉔１２５１）
▶�問い合わせ　環境対策グルー
プ（クリンクルセンター内・
☎�２９５８）

　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱を受け、人権擁護に関わる活動を行
っています。市民の皆さんから家庭内のもめごとや隣近所でのトラブルな
ど、日常生活におけるさまざまな問題の相談をお受けしています。
　相談には難しい手続きもなく、無料です。秘密は厳守しますので、困っ
たことがありましたらお気軽にご相談ください。

登別温泉ふれあいセンターの
開館時間が変わります

蜂の巣の駆除業者を
紹介します

人権擁護委員を紹介します

▼登別市の人権擁護委員
氏　　名 住　　所 電話番号

森口　　達（もりぐち　さとる） 鷲別町 ☎�７１４９
渋谷　隆芳（しぶや　りゅうほう） 登別温泉町 ☎�２３５９
髙橋　敏夫（たかはし　としお） 中央町 ☎�３５６２
福川　喜衍（ふくかわ　よしひろ） 美園町 ☎�２３７３
中山　晃一（なかやま　こういち） 新生町 ☎�３１９０
永井　延和（ながい　のぶかず） 片倉町 ☎�７６８９
粂井　孝子（くめい　こうこ） 緑町 ☎�９６２０
畠山　基子（はたけやま　もとこ） 登別本町 ☎�０２３４

問い合わせ　市民サービスグループ（☎�２１３９）

前号から引き続き
お知らせ
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

▶補助の主な条件
◦�一戸建て住宅か併用住宅であること
◦�地上２階建て以下の在来軸組工法であること
◦�所有者が居住する住宅であること
◦�昭和56年５月31日以前に着工した住宅であること
◦�建築基準法その他関係法令に違反がないこと
◦�市税の滞納がないこと
◦�暴力団員、暴力団関係事業者でないこと
▶補助額
◦�補助対象費用の３分の２（限度額５万円）

※�２階建て以下で延床面積が500平方㍍以下の木造
建て住宅で、所有者または居住者が希望するとき
は、北海道が無料耐震診断を実施しています。詳
しくは、胆振総合振興局建設指導課（☎㉔９５９
４）まで問い合わせください。

▶補助の主な条件
◦�耐震改修促進法で定める特定既存耐震不適格
建築物であること

◦�昭和56年５月31日以前に着工した建築物であ
ること

◦�建築基準法その他関係法令に違反がないこと
◦�市税の滞納がないこと
◦�暴力団員、暴力団関係事業者でないこと
▶補助額
◦�補助対象費用の３分の２（限度額200万円）

▶�申し込み方法　建築住宅グループに備え付け
の意向確認書に必要事項を記入し、図面など
を持参のうえ６月17日㈮までに提出

▶申し込み　建築住宅グループ（☎�４３９９）

　道路交通法の改正や高齢化の進展など、社会環境の変化に対応するため、車両の運転者や歩行者の責
務を明らかにするとともに、登別市交通安全対策会議の設置や飲酒運転の根絶、高齢者などの交通事故
防止、自転車安全使用の推進などに努めることとし、登別市交通安全条例の一部を改正し４月１日から
施行しています。

　その他にも、『市・事業者・運転者・歩行者の責務』や『シートベルト・チャイルドシートの適正使
用』、『携帯電話等の使用禁止』、『交通弱者の事故防止』などいくつか見直された事項もありますの
で、詳しくは市ホームページや市民サービスグループまで問い合わせください。
　家庭・職場・地域などで全力を挙げて交通事故防止に努めましょう。

　木造住宅や一定規模の建築物への耐震診断実施に要する費用の一部を建物所有者に補助します。
※ただし、予算額を超える申し込みがあったときは選考を行う場合があります。

耐震診断に補助金を交付します

１．飲酒運転の根絶（第９条）�
飲酒運転の根絶に向けて、市や市民、酒類を提供する飲食店・販売店の取り組みを
明記。

２．自転車の安全利用の推進（第13条）�
自転車の安全な利用を促進するための施策の推進や、自転車を利用する市民などの
法令遵守、歩行者に危害を及ぼさないようにすることなど自転車の安全な利用に努め
ることを明記。

３．交通安全対策会議の設置（第15条・第16条）�
交通安全対策基本法に基づく交通安全対策の基本計画を策定し、その推進を図るた
めの組織を明記。

～新たに規定された３つの柱～

問い合わせ
市民サービスグループ
（☎�２１３９）

登別市の過去３年間の交通事故発生状況
※高速道路を含む　単位：人

発生 死者 傷者 物損事故
平成25年 136 1 169 994
平成26年 110 0 130 919
平成27年 120 1 145 798

登別市交通安全条例の一部を改正しました

木造住宅に対する補助 一定規模の建築物に対する補助
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募
　
集

　
廃
棄
物
を
野
焼
き
す
る
と
、
火
災

の
危
険
が
あ
る
ほ
か
、
法
律
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
ま
す
。
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
だ
け
で
は
な
く
、
木
材
、
草
な
ど

も
燃
や
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
野
焼
き
を
発
見
し
た
場
合
、
次
の

こ
と
を
分
か
る
範
囲
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

◦�

発
生
日
時
、
頻
度
、
場
所

◦�

焼
却
し
て
い
る
廃
棄
物
の
種
類
、

煙
の
色
、
臭
い

◦�

野
焼
き
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

人
に
関
す
る
情
報

　
不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ

ビ
な
ど
に
障
害
を
与
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
消
防
、
救
急
、
防
災
行
政
な

ど
、
人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線
通

信
を
妨
害
し
ま
す
。

　
電
波
に
関
す
る
困
り
事
や
ご
相
談

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
総
合
通
信
局

�

（
☎
０１１

－

737

－
０
０
９
９
）

　
北
海
道
労
働
局
で
は
、
男
女
と
も

に
働
き
や
す
い
雇
用
環
境
の
実
現
に

向
け
、
平
成
28
年
４
月
１
日
付
け
で

『
雇
用
環
境
・
均
等
部
』
を
設
置
し

ま
し
た
。

実�

施
す
る
業
務
　
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
、
育
児
・
介
護
休
業
法
、
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
、
労

　
結
婚
、
子
育
て
、
介
護
な
ど
女
性

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
、
就
業
や
起
業

な
ど
に
お
悩
み
の
方
に
、
経
験
豊
か

な
女
性
の
支
援
員
が
専
門
の
相
談
機

関
や
支
援
施
策
を
紹
介
す
る
な
ど
、

女
性
の
総
合
支
援
機
関
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ｈｔｔ

ｐ：//ｗｗｗ．ｌ-ｎｏｒｔｈ．ｊｐ/ｋａｔｓｕ
ｙａｋｕ/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相�

談
先
　
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
は

10
時
～
16
時
、
水
・
土
曜
日
は
10

時
～
13
時
（
年
末
年
始
、
祝
日
を

除
く
）
に
北
海
道
女
性
の
活
躍
支

援
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
０１１

－

2０4

－

５
７
１
１
）

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
健
康

の
保
持
増
進
と
医
療
費
の
適
正
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
保
健
事
業
実

施
計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）
を

定
め
ま
し
た
。
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
グ

ル
ー
プ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

�

（
☎
�
１
７
７
１
）

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

不
法
電
波
か
ら
暮
ら
し
を
守
ろ
う

北
海
道
労
働
局
に
『
雇
用
環
境
・

均
等
部
』
を
設
置
し
ま
し
た

北
海
道
女
性
の
活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

保
健
事
業
実
施
計
画
（
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
）
を
定
め
ま
し
た

日�

時
　
６
月
16
日
㈭
18
時
～
（
１
時

間
程
度
）

場
所
　
市
民
会
館
１
階
大
会
議
室

内�

容
　
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
コ
ー
デ
ィ
・
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル

さ
ん
か
ら
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と

の
制
度
や
文
化
の
違
い
な
ど
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
６
月
13
日
㈪
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
１
１
２
２
）

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

働
契
約
法
な
ど

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
部

�

（
☎
０１１

－

7８８

－

７
８
７
４
）

日�

時
　
６
月
16
日
㈭
13
時
30
分
～
16

時
30
分

場
所
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
職
業
選
択
の
自
由
や
就
職
活

動
の
実
態
に
つ
い
て
の
説
明
、
職

業
興
味
検
査
な
ど

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
６
月
10
日
㈮
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会

�

（
☎
�
１
４
５
０
）

　
北
海
道
計
量
検
定
所
は
、
能
力
が

１
㌧
未
満
の
小
型
は
か
り
の
定
期
検

査
を
行
い
ま
す
。
取
引
や
証
明
に
使

用
す
る
小
型
は
か
り
は
必
ず
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日�

時
・
場
所
　
６
月
13
日
㈪
14
時
～

15
時
・
鷲
別
公
民
館
、
14
日
㈫
９

時
30
分
～
16
時
30
分
・
労
働
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
15
日
㈬
９
時
30
分
～

12
時
・
婦
人
セ
ン
タ
ー

問�

い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
９
）

抽
選
日
時
　
７
月
３
日
㈰
13
時

場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
抽
選
日
に
会
場
に
来
る
こ
と

が
で
き
、
抽
選
日
か
ら
１
週
間
以

内
に
搬
出
で
き
る
20
歳
以
上
の
方

品
目
　
自
転
車
（
無
料
）

申�

し
込
み
　
６
月
20
日
㈪
か
ら
30
日

㈭
ま
で
の
９
時
か
ら
17
時
ま
で
に

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
提
出
（
１
人
１
点
ま
で
）

第
１
回
国
際
理
解
講
座

再
生
展
示
品
を
提
供
し
ま
す

就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

小
型
は
か
り
の
定
期
検
査
を

行
い
ま
す
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

日
時
・
内
容

◦�

７
月
７
日
㈭
…
一
般
（
午
前
）
、

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
（
午
後
）

◦�

７
月
８
日
㈮
…
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

（
午
前
）
、
給
油
取
扱
所
（
午
後
）

※�

午
前
は
９
時
30
分
か
ら
12
時
30
分

ま
で
、
午
後
は
13
時
30
分
か
ら
16

時
30
分
ま
で
。

場
所
　
市
民
会
館

申�

し
込
み
　
消
防
本
部
、
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
講

希
望
日
の
10
日
前
ま
で
に
北
海
道

危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

平
成
28
年
度
第
１
回

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

登別市教育大綱（案） 登別市避難行動要支援者
避難支援プラン（案）

概要・目的

　『地方教育行政の組織及び運営に関する法律
の一部を改正する法律』が施行され、地方公共
団体の長が教育、学術及び文化の振興に関する
総合的な施策を定めた大綱です。

　東日本大震災において、多くの高齢者、障が
いを持った方が犠牲になった教訓を踏まえ、避
難行動要支援者の避難支援対策について、名簿
の作成や平常時の取り組みなどの基本的な考え
方をまとめたプランです。

担当グループ
企画調整グループ

〒059-8701中央町６丁目11
（☎� 1 1 2 2 ・思� 1 1 0 8 ）

Ｅメール：kikaku@city.noboribetsu.lg.jp

総務グループ
〒059-8701中央町６丁目11

（☎� 1 1 3 0 ・思� 1 1 0 8 ）
Ｅメール：bousai@city.noboribetsu.lg.jp

資料の閲覧 　本案の全文は、本庁舎１階市民ロビー、各支所、市民会館、しんた21、市立図書館、市立図書
館アーニス分館、市民活動センターに備え付けるほか、市ホームページにも掲載します。

意見の例
　『○○事業は、△△のように改善すれば市民が利用しやすくなる』、『条例案○条は、△△と
記載されているが、□□の理由から◇◇のような記載が必要ではないか』など、皆さんの意見を
お寄せください

意見の
提出方法

　各閲覧場所に備え付けの専用用紙か任意の用紙に①案件名、②住所、③氏名、④電話番号、⑤
意見を記入し、各閲覧場所備え付けの『意見箱』に投函するか、郵送またはファクス、Ｅメール
で各担当グループに提出してください
※電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできません。

意見に対する
回答

　寄せられた意見に対する市の考え方を市ホームページに掲載するほか、閲覧場所に閲覧ファイ
ルを備え付けます
※意見を提出した方に対しての個別の回答は行いません。
※意見を提出した方の住所、氏名、電話番号は公表しません。

パブリックコメント（意見公募）制度
に基づき皆さんからの意見を募集します

～募集期間　６月30日（木）まで～

期
間
　
８
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰

※
事
前
・
事
後
研
修
が
あ
り
ま
す
。

場�

所
　
国
立
女
性
教
育
会
館
（
埼
玉

県
）

内�

容
　
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
へ
の
参
加

定
員
　
２
人

※�

書
類
審
査
と
面
接
に
よ
る
選
考
が

あ
り
ま
す
。

費�

用
　
２
万
円
程
度
（
研
修
中
の
食

費
な
ど
）

申�

し
込
み
　
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
に

備
え
付
け
の
申
込
書
と
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月
24
日

㈮
ま
で
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

胆
振
女
性
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修

日�

時
　
６
月
17
日
㈮
18
時
（
開
場
17

時
）

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内�

容
　
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
に

つ
い
て
説
明
、
自
衛
隊
と
登
別
市

民
チ
ー
ム
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
、

自
衛
隊
災
害
用
装
備
品
な
ど
を
展

第
33
回
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す

示
予
定

講
師

◦�

中な
か

田だ

茂し
げ

吉き

さ
ん
（
陸
上
自
衛
隊
北

部
方
面
施
設
隊
副
隊
長
）

◦�

小こ

竹た
け

義よ
し

之ゆ
き

さ
ん
（
陸
上
自
衛
隊
第

13
施
設
隊
副
隊
長
）

※�

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
防
衛
局
企
画

部
地
方
調
整
課
地
方
協
力
確
保
室
　

（
☎
０１１

－

272

－

７
５
７
１
）
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出�

願
期
間
　
６
月
15
日
㈬
～
９
月
20

日
㈫

募
集
学
生

◦�

教
養
学
部
…
科
目
履
修
生
（
６
カ

月
）
、
選
科
履
修
生
（
１
年
）
、

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
）

◦�

大
学
院
…
修
士
科
目
生
（
６
カ

月
）
、
修
士
選
科
生
（
１
年
）

出�
願
方
法
　
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

（
〒
０6０

－

０
８
１
７
札
幌
市
北
区

北
17
条
西
８
丁
目
）
に
資
料
を
請

求
し
、
同
封
の
出
願
票
な
ど
に
必

要
事
項
を
記
入
し
提
出

※�

詳
し
く
は
資
料
に
同
封
さ
れ
る
学

生
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
０１１

－

736

－

６
３
１
８
）

日
時
　
９
月
４
日
㈰
（
第
１
次
試
験
）

対�

象
　
平
成
28
年
度
中
に
高
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
方
、
高
校
卒
業

後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

申�

し
込
み
　
６
月
20
日
㈪
か
ら
29
日

㈬
ま
で
に
、
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

（ｈｔｔｐ：//www．jｉｎjｉ-ｓｈｉkｅｎ．
ｇｏ．jｐ/jｕkｅｎ．ｈｔｍ

ｌ

）
か
ら
申
し

込
み

※�

郵
送
・
持
参
で
申
し
込
み
た
い
方

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署

�

（
☎
㉒
４
１
５
１
）

　
地
元
で
の
就
職
を
希
望
す
る
高
校

生
の
た
め
、
新
規
高
卒
者
の
採
用
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
開
始
日
　
６
月
20
日
㈪

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

�

（
☎
㉒
８
６
８
９
）

対
象
　
市
内
居
住
の
20
歳
以
上
の
方

内�

容
　
環
境
保
全
な
ど
に
関
す
る
基

本
的
事
項
の
調
査
審
議

定
員
　
５
人
（
う
ち
女
性
２
人
以
上
）

任�

期
　
７
月
１
日
～
平
成
30
年
６
月

30
日
（
２
年
間
）

申�

し
込
み
　
環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
６
月
13
日
㈪
ま
で
に

提
出

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

放
送
大
学
10
月
入
学
者
募
集

税
務
職
員
募
集
～
札
幌
国
税
局
～

平
成
29
年
３
月
新
規
高
卒
者
用

の
求
人
を
受
け
付
け
ま
す

登
別
市
環
境
保
全
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す

道営住宅入居者募集
●募集住宅（９戸）

●受け付け期間・場所　６月６日㈪～７日㈫９時30分～16時30分・登別市民会館
●抽選会日時・場所　６月15日㈬10時・室蘭市中小企業センター　※抽選会は公開で行います。
●問い合わせ　〒050-0074　室蘭市中島町２丁目27－11インプレス中島１階
　　　　　　　北海道営住宅胆振管理センター公募係（☎�７２４０）

団地名 棟番号 広さ・階数 面積 築年 住宅分類（※単身不可）
登 別 西 団 地 Ｃ-33 ３ＬＤＫ・３階 69.2平方㍍ 昭和62年 一般世帯向け

登 別 東 団 地
Ｄ-305 ３ＬＤＫ・３階 70.3平方㍍ 平成13年 一般世帯向け
Ｄ-401 ３ＬＤＫ・４階 70.3平方㍍ 平成12年 一般世帯向け
Ｄ-408 　２ＤＫ・４階 50.1平方㍍ 平成13年 一般世帯向け

登 別 新 川 団 地 １-123 ３ＬＤＫ・２階 73.6平方㍍ 平成10年 一般世帯向け

●申し込み要件
　 ▼対象　次の全ての要件に該当する方
　◦世帯全体の収入が公営住宅法に定める基準内でそれを証明できる方　
　◦同居者がいる方
　◦�入居者と同居者が、『暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律』（暴力団対策法）
第２条第６号に規定する暴力団員でない方

　※�持ち家のある方・公営住宅や社宅などにお住まいの方は申し込みをすることはできません。
ただし、持ち家を処分してそれを証明できる方、公営住宅にお住まいで遠距離通勤や長期通
院をしている方、社宅の退去が決まっていてそれを証明できる方は申し込みをすることがで
きます。

　※募集案内の設置場所については、問い合わせください。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

平成29年度採用 　登別市職員を募集します
問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎�１１３２）

●採用職種・採用予定人数
職　種 試験区分 採用予定人数
事務 大学卒業程度 ５名程度

技術（土木） 若干名保健師

●受験資格
職種 試験区分 要　　　　件
事務 大学卒業

程度

大学を卒業または卒業見込みで、平成
２年４月２日以降に生まれた方

技術
（土木）

大学を卒業または卒業見込みで、昭和
61年４月２日以降に生まれた方

保健師
保健師助産師看護師法による保健師免
許を有している方で、昭和61年４月２
日以降に生まれた方

●試験日時・場所
区　分 日　時 場　　　所

第１次試験 ７月３日㈰
9：3０予定

札幌市産業振興センター
（札幌市白石区東札幌５条１
丁目１－１）

第２次試験 ７月24日㈰ 登別市役所

●試験の方法
区　分 試　験　科　目

第１次試験
事務 適性検査、教養試験、作文

技術（土木） 適性検査、教養試験、作文、専門試験
保健師 適性検査、教養試験、作文

第２次試験 全職種 面接試験

●申込方法
受付期限 ６月17日㈮まで

提出方法

人事・行政管理グループと各支所に備え付け、
または市ホームページに掲載の申込書と受験
票に必要事項を記入の上、人事・行政管理グ
ループに、持参または郵送（６月17日㈮必着）
で提出してください。

※�９月の募集は例年と同様、市内で採用試験を実施する予定
です。
※�市は、障がいのある方の雇用促進に努めています。ただし、
受験できる方は、活字印刷文による試験に対応できる方で、
介助者なしで職務の遂行が可能な方とします。
※�詳しい受験資格については、受験申込書に添付している採
用試験案内などでご確認ください。

平成28年度採用
嘱託員（専門員）を募集します

平成28年度採用
臨時職員（保育士）を募集します
●任用期間　�７月１日～９月30日（更新の可能性

あり）
●募集人数　保育業務：10人
　　　　　　保育業務（延長保育）：２人
●勤 務 地　市内保育所
●応募要件　保育士免許を有する方
●申込方法　�事前に電話で申し込み、指定された

日時に保育士証の写しと市販の履歴
書（写真貼付）に必要事項を記入の
上、本人が人事・行政管理グループ
に持参してください。

●選　　考　面接および書類選考
●勤務条件　

●任用期間　�平成28年７月１日～平成29年３月31
日（更新の可能性あり）

●募集人数　１人
●勤 務 地　総務部企画調整グループ
●業務内容　�企画調整グループ所管業務の補助的

業務、友好都市などとの交流事業の
連絡調整業務、国際交流団体への活
動支援業務

●勤務時間　月～木曜日…９時～15時45分
　　　　　　金曜日…９時～14時45分
●休　　日　土・日曜日、祝日など
●試験日時　６月22日㈬10時
●試験場所　市役所本庁舎
●試験方法　面接試験（英会話含む）
●給与月額　135,500円
●応募要件　�35歳から63歳まで（性別不問）
　　　　　　�パソコン操作（ワード、エクセル）

のできる方。英検２級またはＴＯＥ
ＩＣスコア700点程度など英語に対
して一定以上の力量を客観的に示す
ものがあり、英語による電話や電子
メールでの連絡調整業務が可能で、
普通免許を有し２年以上運転経験の
ある方

●申込方法　�人事・行政管理グループと各支所に
備え付け、または市ホームページに
掲載の申込書に必要事項を記入の上、
人事・行政管理グループに、６月15
日㈬までに持参してください。

業務
内容 保育業務 保育業務（延長保育）

賃金 日額8,060円または時
給1,040円 時給1,040円～1,300円

勤務
時間
など

◦�月～金曜日…７時15
分～18時の時間内で
１日７時間45分の勤
務
◦�土曜日…７時15分～
12時30分の時間内で
１日３時間の勤務
◦�休日保育勤務日…７
時45分～18時15分の
時間内で１日７時間
45分の勤務

◦�月～金曜日…15時15
分～19時15分
◦�土曜日…11時30分～
19時15分
※�上記の時間で月14日
以内、週20時間未満
の勤務となります。

休日
など

日曜日、祝日など（４
週７休）
※�年に 3回程度、休日
の勤務あり。

日曜日、祝日など
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相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 ７月16日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：増

ます

川
かわ

　拓
たく

さん
定員： 6人（申し込み順）

７月８日㈮までに�
市民サービスＧ
（☎� 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

６月25日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

６月24日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎� 3 3 6 0 ）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎� 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎� 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎� 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

６月16日㈭
14時～17時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

６月９日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎� 3 7 3 2 ）

成年後見制度に関
する定期巡回相談

６月14日㈫
10時30分～15時30分 しんた2１

成年後見制度に関する無料の
相談会（年24回）

室蘭成年後見支援
センター
（☎� 5 0 6 2 ）
※�月～土曜日の９時～
17時。

６月28日㈫
10時30分～15時30分 婦人センター

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
(☎� 1 4 5 0 )

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

登別労働会館
（千歳町 3丁目）解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎� 3 3 3 7 ）

６月17日㈮・24日㈮
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎� 3 3 3 7 ）

一日行政相談 ６月15日㈬
10時～12時

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅
西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

企画調整Ｇ
（☎� 6 5 8 6 ）

17 困った！ときにはまず相談



『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日
時
　
６
月
10
日
㈮
10
時
～
12
時

場
所
　
カ
ン
ト
・
レ
ラ

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
勾ま

が

玉た
ま

作
り
や
火
お
こ
し
体
験

な
ど

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
着
替
え
、
昼
食
、
飲
み
物

な
ど

申�

し
込
み
　
６
月
９
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
０８０

－

１

８
９
０

－
０
８
６
５
）

日�

時
　
６
月
25
日
㈯
10
時
30
分
～
12

日
時
　
６
月
27
日
㈪
10
時
～
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対�

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
指
導
者

内�

容
　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
・
谷た

に

崎ざ
き

昌ま
さ

代よ

さ
ん
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
22
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
親

内
容
　
親
子
で
七
夕
作
り

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日
時
　
７
月
13
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
と
そ
の

家
族

内�

容
　
沐
浴
・
抱
っ
こ
・
お
む
つ
交

換
の
体
験
実
習
、
交
流
な
ど

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
６
月
30
日
㈭
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�

０
１
０
０
）

受
付
場
所
　
子
育
て
グ
ル
ー
プ

※�

郵
送
で
の
提
出
も
可
能
で
す
（
６

月
30
日
㈭
必
着
）
。

○
出
張
受
付
を
行
い
ま
す

◦�

６
月
７
日
㈫
10
時
～
12
時
…
婦
人

セ
ン
タ
ー

◦�

６
月
８
日
㈬
・
14
日
㈫
10
時
～
16

時
…
鷲
別
公
民
館

◦�

６
月
16
日
㈭
10
時
～
12
時
…
登
別

温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
Ｇ

�

（
☎
�
５
６
３
４)

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

申�

し
込
み
　
６
月
26
日
㈰
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
０８０

－
１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

時
場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
親
子

内
容
　
水
遊
び
や
泥
遊
び

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
１００
円

持�
ち
物
　
着
替
え
、
帽
子
、
運
動
靴

（
長
靴
）
、
水
筒
な
ど

申�

し
込
み
　
６
月
24
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
０８０

－

１

８
９
０

－
０
８
６
５
）

　
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で

に
『
児
童
手
当
現
況
届
』
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
５
月
末

に
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
期
間

中
に
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
支
給
停
止
と
な
り

ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
　
６
月
30
日
㈭
ま
で

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
デ
ー
『
七
夕
作
り
』

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

児
童
手
当
現
況
届
の
受
け
付
け

乳幼児健康相談� 診査
問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日　時 内　　容 持ち物 場所

４～５カ月児健康診査
（平成28年２月生まれ）

７月７日㈭
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、替
えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成27年９月生まれ）

７月６日㈬
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成26年12月生まれ）

７月27日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者8００円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成25年６月生まれ）

７月14日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

７月21日㈭
９時20分～10時

発育・発達・育児・栄
養などの相談

18� すくすく子育て　いきいき健康



問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）

日時 診療所・住所・電話

６月５日㈰
９時～１１時

いちはし歯科� （☎�４３２３）
室蘭市本輪西町３丁目６－13

K．F
フ ク ダ

UKUDA�D
デ ン タ ル

ENTAL�C
ク リ ニ ッ ク

LINIC�（☎㊿６５６５）
登別市鷲別町３丁目22－２

６月１2日㈰
９時～１１時

J．F
フ ク ダ

UKUDA�D
デ ン タ ル

ENTAL�C
ク リ ニ ッ ク

LINIC�（☎㊶７７５５）
室蘭市中島町１丁目31－10

なかむら歯科医院�（☎０１４２㉓２８２２）
伊達市長和町467－１

６月１9日㈰
９時～１１時

太平洋歯科医院� （☎�６４６４）
室蘭市白鳥台５丁目１－２

６月2６日㈰
９時～１１時

福田歯科クリニック� （☎㉗５４２０）
室蘭市祝津町２丁目３－１

6月の歯科救急医療

日
時
　
６
月
18
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

日�

時
　
６
月
16
日
㈭
14
時
30
分
～
16

時
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
３
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
第
１
子
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
食
育
講
座

日
時
　
７
月
14
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
２
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
親

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
マ
グ

カ
ッ
プ
、
箸
ま
た
は
フ
ォ
ー
ク
、

ぬ
れ
て
も
良
い
履
物

申�
し
込
み
　
６
月
27
日
㈪
か
ら
７
月

１
日
㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日
時
・
場
所

◦�

６
月
13
日
㈪
10
時
～
12
時
…
鷲
別

公
民
館

◦�

６
月
15
日
㈬
10
時
～
12
時
…
若
草

児
童
ク
ラ
ブ

◦�

６
月
22
日
㈬
10
時
～
12
時
…
で
あ

え
ー
る
は
ま
な
す

◦�

６
月
６
日
㈪
、
７
月
４
日
㈪
10
時

～
15
時
…
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

※�

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
は
昼
食
の

持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

持�

ち
物
　
上
靴
（
鷲
別
公
民
館
、
若

草
児
童
ク
ラ
ブ
の
み
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

越
し
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
（
勤
務

先
）
、
質
問
（
希
望
者
の
み
）
を
、

６
月
30
日
㈭
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
室
蘭
Ｌ
Ｄ
を
考

え
る
会
・
熊
谷
さ
ん
（
思
㉓
１
９

２
３
、
Ｅ
メ
ー
ル
：ｌd．ｉｎ．ｍ

ｕｒ�
ｏ@
ｇｍ
ａｉｌ．ｃｏｍ

）
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
熊
谷
さ
ん

�

（
☎
㉓
１
９
２
３
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
絵
本
や
遊
具
を
使
っ
た
自
由

遊
び
、
七
夕
作
り
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

持
ち
物
　
着
替
え
、
お
む
つ
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日�

時
　
７
月
２
日
㈯
13
時
30
分
～
16

時
場�

所
　
胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画
セ

ン
タ
ー
大
研
修
室

講�

師
　
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校
教

授
・
二に

の

宮み
や

信し
ん

一い
ち

さ
ん

定
員
　
70
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
5００
円

申�

し
込
み
　
任
意
様
式
で
、
氏
名
、

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

は
い
は
い
コ
ー
ス

流
し
そ
う
め
ん
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

教
育
講
演
会
『
地
域
を
見
据
え

て
～
専
門
家
が
い
な
く
て
も
学

校
・
地
域
で
や
れ
る
こ
と
～
』
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

健

　康

い
き
い
き

申�

し
込
み
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
８
４
７
０
）

内�

容
　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
減
塩
生

活
に
関
す
る
講
話

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
病
院
栄
養
管
理
室

�

（
☎
�
３
２
３
５
）

期
間
　
平
成
29
年
３
月
10
日
ま
で

対
象
　

◦�

妊
娠
を
希
望
す
る
出
産
経
験
の
な

い
女
性

◦�

妊
娠
を
希
望
し
出
産
経
験
が
な
く

風
し
ん
の
抗
体
の
で
き
な
い
女
性

の
配
偶
者
ま
た
は
同
居
者

◦�

妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
で
風
し
ん
抗

体
価
の
低
い
女
性
の
配
偶
者
ま
た

は
同
居
者

※�

過
去
に
風
し
ん
の
抗
体
検
査
や
予

防
接
種
を
受
け
た
方
、
検
査
に
よ

り
風
し
ん
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
方
は
除
く
。

助�

成
金
額
　
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
６
千
69０
円
、

Ｈ
Ｉ
法
５
千
25０
円

※
ど
ち
ら
か
の
検
査
１
回
の
み
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
保
健
所
（
☎
㉔

９
８
４
６
）

日�
時
　
６
月
15
日
㈬
15
時
～
（
開
場

14
時
30
分
）

場
所
　
同
病
院
が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
背
骨
の
変
形
と
そ
の
治
療

講�

師
　
副
院
長
・
脊
椎
脊
髄
セ
ン

タ
ー
長
・
小こ

谷た
に

善よ
し

久ひ
さ

医
師

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
病
院
経
営
企
画
課

�

（
☎
㊼
４
４
０
４
）

日�

時
　
６
月
15
日
㈬
10
時
30
分
～
11

時
場
所
　
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

日
時
　
６
月
17
日
㈮
10
時
～
13
時

場
所
　
し
ん
た
21
調
理
室

内�

容
　
地
場
産
の
材
料
を
使
っ
た
ヘ

ル
シ
ー
料
理
を
３
・
４
品
調
理

定
員
　
25
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
6００
円
（
材
料
費
）

申�

し
込
み
　
６
月
14
日
㈫
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
花
つ
な
の
会
・
安
達

さ
ん
（
☎
�
７
８
４
５
）

風
し
ん
抗
体
検
査
料
の
助
成

健
康
セ
ミ
ナ
ー

～
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
～

健
康
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

かろやか体操で健康づくりをしませんか
＜かろやか教室＞ ＜かろやか体操学習会＞
　かろやか教室の前期生（６月～10月）を募集し
ています。介護予防に効果的な体操のほか、体力
測定や認知症予防の取り組みをスポーツインスト
ラクターが指導します。

　かろやか体操学習会は、簡単に取り組める介護予防
として、転倒予防やひざの痛みの軽減につながる体操、
認知症予防にもつながる指体操などを紹介するほか、
身近な日用品を使った簡単で楽しいレクリエーション
の紹介などを４回に分けて行いますので、ぜひご参加
ください。

▼場所・日時

▼場所・日時
場　所 日　時

鷲別公民館 ６月７日㈫・21日㈫、７月５日㈫・
19日㈫10時～12時

若草つどい
セ ン タ ー

６月７日㈫・21日㈫、７月５日㈫・
19日㈫13時30分～15時30分

老 人 福 祉
セ ン タ ー

６月14日㈫・28日㈫、７月12日㈫・
26日㈫10時～12時

婦人センター ６月14日㈫・28日㈫、７月12日㈫・
26日㈫13時30分～15時30分

※８月以降の日程については問い合わせください。

▼対象　65歳以上で軽い運動ができる方

▼定員　各会場15人（申し込み順）

▼ �持ち物　タオル（体操で使用）、飲み物、動き
やすい服装、上靴（若草つどいセンターのみ）

※時間はいずれも13時30分から15時30分まで。
※１回のみの参加も可能です。

▼定員　各回50人（申し込み順）

▼ �持ち物　タオル（体操で使用）、飲み物、動きやす
い服装・靴

会　場 １回目 ２回目 ３回目 ４回目

婦人センター ６月８日㈬ ６月15日㈬ ６月29日㈬ ７月６日㈬

市 民 会 館 ６月22日㈬ ７月13日㈬ ７月27日㈬ ８月10日㈬

鷲別公民館 ７月20日㈬ ８月３日㈬ ８月24日㈬ ８月31日㈬

▼申し込み・問い合わせ　ＮＰＯ法人おにスポ（☎�６４４４）
※今年度は、ＮＰＯ法人おにスポへの委託事業として実施します。
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６
月
号

わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

日
時
　
６
月
５
日
㈰
10
時

場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
長
袖
服
、
運
動
靴
、
帽
子

な
ど

日
時
　
６
月
５
日
㈰

◦�

地
図
読
み
＆
コ
ン
パ
ス
講
習
会

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

◦�

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

　
２
時
間
の
部
…
11
時
45
分
～
14
時

　
４
時
間
の
部
…
９
時
45
分
～
14
時

場
所
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
野
外
に
設
け
ら
れ
た
ポ
イ
ン

ト
を
、
地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
見
な

が
ら
回
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

と
、
さ
ら
に
規
模
を
大
き
く
し
た

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
を
行
う

参�

加
料
　
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
の
み
参
加

料
が
掛
か
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

持�
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
筆
記

用
具
な
ど

日
時
　
６
月
18
日
㈯
14
時

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
６
月
15
日
㈬
10
時
30
分

日
時
　
６
月
11
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
・
内
容
　
６
月
４
日
㈯

①�

10
時
30
分
…
リ
ト
ル
モ
ン
ス
タ
ー

１
（
シ
リ
ー
ズ
１
）

②
13
時
30
分
…
夢
の
ま
に
ま
に

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
①
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

　
毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
６
月

24
日
㈮
）
。

　
ま
た
、
６
月
30
日
㈭
か
ら
７
月
７

日
㈭
ま
で
は
蔵
書
点
検
期
間
の
た
め

休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�
（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
６
月
４
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
30
分

場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

参
加
料
　
5００
円
（
飲
み
物
付
き
）

問�

い
合
わ
せ
　
合
唱
団
あ
す
な
ろ
・

田
中
さ
ん
（
☎
�
４
６
４
３
）

日
時
　
６
月
５
日
㈰
７
時

集�

合
場
所
　
岡
志
別
の
森
運
動
公
園

駐
車
場
　

内�

容
　
オ
ロ
フ
レ
峠
か
ら
来
馬
岳
ま

で
を
登
山

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
５
千
円

持�

ち
物
　
登
山
靴
、
雨
具
、
飲
み
物
、

夏
山
標
準
装
備
な
ど

申�

し
込
み
　
６
月
４
日
㈯
ま
で
に
登

別
山
岳
会
・
藤
木
さ
ん
（
☎
�
５

８
９
７
）

日
時
　
６
月
８
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
2００
円
（
材
料
代
）

講�

師
　
尾お

野の

美み

津つ

子こ

さ
ん
、
菊き

く

地ち

眞ま

澄す
み

さ
ん
（
登
別
市
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス

タ
ー
）

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、

袋
（
プ
ラ
ン
タ
ー
持
ち
帰
り
用
）

申�

し
込
み
　
６
月
１
日
㈬
か
ら
土
木
・

公
園
Ｇ
（
☎
�
４
１
１
５
）

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

申�

し
込
み
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
８
４
７
０
）

申�

し
込
み
　
６
月
３
日
㈮
ま
で
に
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
登
別
Ｏ
Ｌ
Ｃ・

佐
藤
さ
ん
（
☎
�
３
８
７
５
）

ミ
ツ
ガ
シ
ワ
・
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ

観
察
会

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
地
図
読
み
＆ア

ン
ド

コ
ン
パ
ス
講
習
会
と
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

～
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
～

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

～
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
～

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

映
画
会

市
立
図
書
館
休
館
情
報

う
た
ご
え
喫
茶
の
ご
案
内

春
の
市
民
登
山
会

春
の
寄
せ
植
え
講
習
会

　たくさんの絵本を積んだキャ
ラバンカーが市立図書館を訪問
し、絵本の閲覧や読み聞かせな
どを行います。
▶�日時　６月25日㈯14時30分～
15時40分
▶�対象　幼児以上（幼児は保護
者同伴）
※�当日は、キャラバンカーが駐
車場を使用するため、市立図
書館前の駐車場は使用できま
せん。

問い合わせ
市立図書館

（☎�４３２４）

本とあ そ ぼ う
講談社　
全国
訪問おはなし隊
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』 フリーマーケット出店者募集

申�

し
込
み
　
６
月
25
日
㈯
ま
で
に
総

合
体
育
館
（
☎
�
５
５
５
２
）

勝
会

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

手
袋
、
雨
具
、
歩
き
や
す
い
靴

申�

し
込
み
　
（
一
財
）
自
然
公
園
財

団
登
別
支
部
（
☎
�
３
１
４
１
）

申�

し
込
み
　
６
月
９
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
�
２
５

６
９
）

シ
ュ
ー
ズ
、
グ
ロ
ー
ブ
な
ど

申�

し
込
み
　
６
月
10
日
㈮
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

日
時
　
６
月
12
日
㈰
10
時
～
13
時

場
所
　
カ
ル
ル
ス
温
泉
駐
車
場

内�

容
　
橘
湖
周
辺
の
初
夏
の
花
の
観

察
と
健
康
増
進
を
兼
ね
た
自
然
探

日
時
　
６
月
11
日
㈯
14
時
～
16
時

場
所
　
と
も
か
な

内�

容
　
レ
コ
ー
ド
で
映
画
音
楽
や
ジ

ャ
ズ
を
楽
し
む

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
5００
円
（
飲
み
物
付
き
）

申�

し
込
み
　
６
月
８
日
㈬
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日
時
　
６
月
12
日
㈰
９
時
～
14
時

集
合
場
所
　
市
民
会
館

内�
容
　
湿
原
や
水
辺
、
森
の
中
の
植

物
を
観
察

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
円

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
雨
具
、

飲
み
物
、
昼
食
、
帽
子
な
ど

日
時
　
６
月
13
日
㈪
10
時
～
13
時

場
所
　
市
民
会
館
調
理
室

内�

容
　
牛
乳
・
乳
製
品
を
使
っ
た
料

理
教
室
を
行
い
、
ベ
リ
ー
ソ
ー
ス

の
ク
リ
ー
プ
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ミ
ル

ク
プ
リ
ン
な
ど
３
品
を
調
理
す
る

定
員
　
40
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
5００
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
な
ど

申�

し
込
み
　
６
月
９
日
㈭
ま
で
に
登

別
消
費
者
協
会
（
☎
�
８
３
０
７
）

日
時
　
６
月
19
日
㈰
８
時
40
分

場
所
　
岡
志
別
の
森
運
動
公
園

対�

象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
高
校
生
以
上
の
方

定�

員
　
12
チ
ー
ム
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

※�

１
チ
ー
ム
12
人
以
内
の
編
成
（
監

督
含
む
）
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

１
位
か
ら
３
位
ま
で
の
チ
ー
ム
に

は
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
５
千
5００
円

申�

し
込
み
　
総
合
体
育
館
ま
た
は
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
６
月
10
日
㈮
９
時
に
同
財

団
事
務
局
へ
持
参

問
い
合
わ
せ
　
同
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

日�

時
　
６
月
17
日
か
ら
７
月
８
日
ま

で
の
毎
週
水
・
金
曜
日
（
全
７
回
）

18
時
30
分
～
20
時
30
分

場�

所
　
登
別
シ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
セ

ン
タ
ー

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
８
千
円
（
ボ
ー
ル
代
な
ど
）

持�

ち
物
　
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、
ゴ
ル
フ

日
時
　
６
月
18
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
カ
ン
ト
・
レ
ラ

内�

容
　
土
や
粘
土
で
縄
文
ク
レ
ヨ
ン

を
制
作

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
3００
円

申�

し
込
み
　
６
月
17
日
㈮
ま
で
に
カ

ン
ト
・
レ
ラ
（
☎
�
２
０
６
９
）

橘
湖
の
自
然
探
勝
会

レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会

新
緑
の
ポ
ロ
ト
湖
・
自
然
観
察
会

第
１
回
食
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー

市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

初
心
者
レ
デ
ィ
ー
ス
ゴ
ル
フ
教
室

縄
文
ク
レ
ヨ
ン
を
作
ろ
う
！

リサイクルまつり'16
イン登別・白老

のぼりべつカルチャーナイト2016

参加施設・団体を募集します

▶日時　７月３日㈰10時～14時
▶場所　クリンクルセンター
▶内容
◦�クリンクルスタンプラリー（先着500
人に、たい肥５㍑プレゼント）
※持ち運び用の袋を持参してください。
◦�フリーマーケット（雨天中止）
◦�紙すき、絵手紙作り体験
◦�電気自動車の展示・試乗会
◦�昔のあそび体験コーナー
◦�古布作品展
※�出展者などの都合に
よりイベント内容を
変更することがあり
ます。
▶�問い合わせ　環境対策グループ（クリ
ンクルセンター内・☎�２９５８）

▶対象　市内居住の方
▶区画　2.25㍍×５㍍（24区画）
※�募集出店数を超えた場合は抽選。
▶�申し込み　６月１日㈬から７日㈫まで
に環境対策グループ（クリンクルセン
ター内・☎�２９５８）

　公共施設や民間施設を夜間開放し、地域の文化を
いつもと違う雰囲気で楽しみます。
▶開催日時　９月16日㈮
▶公式ホームページ　ｈｔｔｐ：//www．ａｔ-ｍｌ．jｐ/10200740/
▶�申し込み　７月15日㈮までに同実行委員会・藤井
さん（☎090-7511-0234）

リサイクルまつり'16
イン登別・白老
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日
時
　
６
月
25
日
㈯
13
時
30
分
～

場
所
　
仙
海
寺
（
若
山
町
２
丁
目
）

内
容
　
荒
城
の
月
な
ど
の
演
奏

日�

時
　
７
月
１
日
か
ら
26
日
ま
で
の

毎
週
火
・
金
曜
日
（
全
８
回
）
18

時
30
分
～
20
時
30
分

場
所
　
総
合
体
育
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
円

持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
靴

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
10
日
㈰
10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

内�

容
　
笹
舟
作
り
、
水
遊
び
、
流
し

そ
う
め
ん
体
験

定
員
　
50
人

参
加
料
　
2００
円

申�

し
込
み
　
６
月
22
日
㈬
か
ら
７
月

２
日
㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日
時
　
７
月
31
日
㈰
14
時
～
16
時

※�

船
側
の
都
合
に
よ
り
予
定
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場�

所
　
室
蘭
港
崎
守
埠ふ

頭と
う

第
６
バ
ー

ス
定
員
　
40
人
（
抽
選
）

対�

象
　
西
胆
振
３
市
３
町
に
居
住
す

る
健
脚
な
方

※�

乗
船
の
際
は
本
人
確
認
の
た
め
、

参
加
者
全
員
の
運
転
免
許
証
か
パ

ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

応�
募
方
法
　
参
加
者
全
員
（
５
人
ま

で
）
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
住

所
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
性

別
、
身
分
証
明
書
の
種
類
と
番
号

内�

容
　
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
を
派

遣
対�

象
　
10
人
以
上
の
市
民
が
参
加
し

て
行
わ
れ
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

指
導
時
間
　
２
時
間
程
度

種�

目
　
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
、
ス
ポ

ン
ジ
テ
ニ
ス
な
ど

※
用
具
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
に
備
え
付
け
の
申
し
込
み
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

問�

い
合
わ
せ
　
同
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
会
・
山
口
さ
ん

�

（
☎
�
３
４
５
９
）

申�

し
込
み
　
６
月
25
日
㈯
ま
で
に
総

合
体
育
館
（
☎
�
５
５
５
２
）

を
記
入
し
、
は
が
き
な
ど
で
応
募

※�

記
入
漏
れ
・
不
備
・
重
複
応
募
は

無
効
。

※�

当
選
者
の
み
郵

送
で
通
知
。

※�

当
選
権
利
の
譲

渡
不
可
。

応�

募
締
切
　
６
月
30
日
㈭
（
必
着
）

ま
で
に
室
蘭
市
港
湾
部
港
湾
政
策

課
振
興
係
（
〒
０5１

－

０
０
２
２
室

蘭
市
海
岸
町
１
丁
目
20

－

30
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
係

�

（
☎
㉒
３
１
９
１
）

日
時
　
６
月
18
日
㈯
15
時
～
17
時

場
所
　
と
も
か
な

対
象
　
男
性

内�

容
　
料
理
の
基
本
を
学
び
、
夕
食

の
お
か
ず
と
酒
の
さ
か
な
作
り

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
5００
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
容
器
な
ど

申�

し
込
み
　
６
月
16
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日
時
　
６
月
25
日
㈯
14
時
～
16
時

場
所
　
と
も
か
な

内�

容
　
介
護
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
の

思
い
や
悩
み
を
気
軽
に
話
し
合
う

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
25０
円
（
茶
菓
子
付
き
）

申�

し
込
み
　
６
月
23
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日
時
　
６
月
29
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
パ
ス
タ
、
き

の
こ
ス
ー
プ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
、
フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ
の
調

理
定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
3００
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
テ
ィ
ー
カ
ッ

プ
、
布
巾
、
筆
記
用
具

申�

し
込
み
　
６
月
15
日
㈬
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

日�

時
　
７
月
６
日
か
ら
８
月
10
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
（
全
６
回
）
10

時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
手
軽
で
便
利
な
筆
ペ
ン
を
使

い
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
楷
書
、

行
書
、
平
仮
名
、
片
仮
名
の
書
き

方
を
習
う

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
円
（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物
　
文
鎮

申�

し
込
み
　
６
月
15
日
㈬
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

日�

時
　
７
月
４
日
㈪
・
25
日
㈪
９
時

30
分
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
茶
碗
、
皿
な
ど
の
制
作

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
5００
円

持
ち
物
　
タ
オ
ル
（
手
拭
き
用
）

申�

し
込
み
　
６
月
15
日
㈬
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

第
六
回
　
鈴
の
会

～
琴
と
尺
八
に
よ
る
演
奏
会
～

初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

～
登
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
主
催
～

郷
土
資
料
館
体
験
学
習

笹
舟
あ
そ
び
と
そ
ー
め
ん
流
し

『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
』

船
内
見
学
会
参
加
者
募
集

軽
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を

派
遣
し
ま
す

男
の
料
理
教
室

元
気
に
介
護
の
会

ハ
ー
ブ
教
室

筆
ペ
ン
習
字
教
室

陶
芸
教
室
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申し込み・問い合わせ☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ

日時　６月13日㈪13時～15時
内容　詩吟を楽しく学びます
定員　10人（申し込み順）

日時　６月25日㈯10時～12時
内�容　粘土で花瓶やコップを作ります
定員　20人（申し込み順）
参加料　1,000円（粘土・上薬・焼き代）
持ち物　手拭い

申し込みは、開催日の 3日前までです。

詩吟教室（竹
たけ

中
なか

　一
いっ

鵬
ぽう

講師）

陶芸教室（佐
さ

藤
とう

　彰
あきら

講師）

日時　６月20日㈪13時30分～15時30分
内容　楽しく粋な江戸芸です
定員　15人（申し込み順）
持ち物　動きやすい服装、日本手拭い

かっぽれ（櫻
さくら

川
がわ

　偲
し

有
ゆう

講師）

日�時　６月24日㈮10時～
12時
内�容　いろいろな葉で色
紙大の絵を描きます
定�員　10人（申し込み順）
参�加料　1,000円（材料
代）

葉画教室（高
たか

野
の

　恵
けい

子
こ

講師）

日時　６月22日㈬10時～12時
内容　楷書や行書を学びます
定員　10人（申し込み順）
持�ち物　硯、墨液、筆（大・小）、文鎮、下敷き、
半紙、新聞紙

初心者書道教室（成
なり

田
た

　成
せい

峰
ほう

講師）

のぼりん文化講座

日時　６月21日㈫10時～12時
内容　登別の歴史を学びます
定員　20人（既受講者優先で申し込み順）
持ち物　ノート、筆記用具

登別歴史散歩（よりみち篇）
全５回中第２回（街

かい

道
どう

　重
しげ

昭
あき

講師）

期間　６月26日㈰９時～７月２日㈯16時
内容　水彩画を展示します

日時　６月18日㈯10時～12時
定員　10人（申し込み順）
申し込み　同会・櫻井さん（☎�９１５４）

わたしにも描けました展
（キミコ方式を楽しむ会登別主催）

整膚つまみボランティア施術会
（登別整膚ボランティア会主催）

のぼりん展示・イベント

日時　６月22日㈬19時～20時30分
内容　パソコン入門（ワード・エクセル）
定員　10人（既受講者優先で申し込み順）
参加料　500円

日�時　６月14日㈫10時30分～11時（お茶会）、11
時30分～12時30分（琴演奏）

※�６月14日㈫から16日㈭16時まで、陶芸作品展示
会も開催しています。

パソコン教室（全６回中第２回）

お茶会＆
アンド

お琴を聞く会
（ハンズワーク『土塊の会』・鈴の会共催）

のぼりんナイトカルチャー

期間　６月３日㈮９時～13日㈪15時
登別水彩クラブ作品展（登別水彩クラブ主催）
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ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 9

　鉱山の地質や普通救命救急、プログラムマネジ
メントについて学びます。
日時　６月５日㈰10時～17時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円
持�ち物　帽子、昼食、着替えなど
申し込み　６月４日㈯までにふぉれすと鉱山

　ログハウスの掃除と周辺のゴミ拾いなどを行い
ます。
日時　６月18日㈯10時～15時
対象　小学１～６年生
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装、長靴、昼食、飲
み物、帽子、着替えなど

申し込み　６月15日㈬までにふぉれすと鉱山

　フットパス散策と里山の手入れを行います。
日時　６月26日㈰10時～15時
対象　18歳以上の方
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装、長靴、帽子、飲
み物、昼食、着替えなど

申し込み　６月25日㈯までにふぉれすと鉱山

コーザンネイチャーガイド養成講座 ながぐつレンジャー

　鉱山町周辺を散策しながら鉱山町の今と昔をガ
イドが案内します。
日時　６月14日㈫10時～12時
対象　18歳以上の方
参加料　300円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着、帽子
申し込み　６月12日㈰までにふぉれすと鉱山

ガイドウォーク
　リバートレッキングを行い、川での遊び方や安
全管理を学びます。
日時　６月18日㈯10時～15時
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる濡れてもよい服装、着
替え、昼食など

申し込み　６月17日㈮までにふぉれすと鉱山

指導者向け川のリスクマネジメント講座

　暮らしで使う一輪挿しをつくります。
日時　６月14日㈫10時～14時
対象　18歳以上の方
定員　７人（申し込み順）
参加料　600円
持ち物　汚れてもよい服装、エプロン、昼食など
申し込み　６月11日㈯までにふぉれすと鉱山

木の学校

　植樹場所の手入れと種まきを行います。
日時　６月25日㈯10時～12時
参加料　200円（18歳未満の方100円）
持�ち物　野外で活動できる汚れてもよい服装、長
靴、軍手、帽子、タオルなど　

申し込み　６月24日㈮までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日

　川の中を歩き、ゴールの川又温泉を目指します。
日時　６月15日㈬10時～14時
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　800円
持�ち物　濡れてもよい服装、リュック、着替え、
飲み物など
申し込み　６月14日㈫までにふぉれすと鉱山

たまにはアウトドアライフ
森からつながる環境保全
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今月の新着図書
市立図書館
☎�4324

※�市立図書館では、毎月購入している本の全リス
トを差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

＝こどものほん＝

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は 6 カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。
▶登録できないもの
　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

若いチカラが登別の未来を創る

５
月
11
日
㈬
、
北
海
道
警
察
護
身

術
訓
練
指
導
者
チ
ー
ム
Ａア

セ

デ

Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

Ｌル

に
よ
る
護
身
術
教
養
セ
ミ
ナ
ー
が

行
わ
れ
、
女
子
学
生
約
30
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

実
際
に
起
き
た
つ
き
ま
と
い
の
事

例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
役
立
つ
護
身
術
を
学

び
、
防
犯
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
、
今
回
が
初
と
な
る

室
蘭
工
業
大
学
の
職
員
に
よ
る
編
入

学
入
試
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
校
で
は
、
毎
年
数
人
が
室
蘭
工

業
大
学
３
年
次
へ
編
入
し
て
お
り
、

そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
す
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
情
報
処
理
科
大
学
編
入

コ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

日
時

・
６
月
11
日
㈯
・
19
日
㈰

　
11
時
～
14
時
30
分

・
６
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　
10
時
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

護
身
術
セ
ミ
ナ
ー
と
大
学
編

入
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

６
月
の『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学
』

▲�編入学入試説明会の様子

▲�護身術を学ぶ女子学生

説
明
会
で
は
、
編
入
希
望
者
13
人

が
担
当
者
の
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

６
月
の
『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

＋
体
験
入
学
』
で
は
校
内
見
学
や
保

護
者
説
明
会
の
ほ
か
、
特
別
企
画
と

し
て
、
公
務
員
試
験
対
策
や
部
活
動

の
説
明
会
を
開
く
予
定
で
す
。
た
く

さ
ん
の
高
校
生
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ゆずります（売ります）
●子ども用机●ガスコンロ（プロパンガス用）●電話機（ファクス機
能なし）●シルバーカー●ひな人形（７段飾り）●気化式加湿器●ブ
ラウン管テレビ（29㌅）●餅つき器（一升用）●電動草刈り機●電動
丸のこ（16㌢㍍）●植樹刈り込みはさみ（16㌢㍍）●健康マット（シ
ングル）●手動芝刈り機●山菜採り用リュック（前掛け付き）●デジ
タルピアノ（椅子付き）●氷割り器（外用）

ゆずってください（買います）

●子ども用自転車（12㌅）●切手アルバム（収集ケース）●ポータブ
ル電動ミシン●鷲別中学校男子用ジャージー●パソコン用はがき作成
ソフト●ワープロリボン●ステレオアンプ●鉄瓶●スキーウエア上下
（大人男性用Ｌ）●ワープロ●スキーセット（スキー160～163㌢㍍、
靴26～27㌢㍍）●船外機（８馬力）●電動ミシン●卓上電動糸切りの
こ●レコード（ジャズ系ＬＰ）●ＣＤ（ジャズ系）●鷲別中学校用カ
バン●男子学生服●空気清浄機（100㌢㍍×20㌢㍍）●加湿器●白菊
幼稚園バッグ●白菊幼稚園ブレザー（120㌢㍍）

眩
くらら

数
かず

ってどこまでかぞえられる？

朝
あさ

井
い

　まかて�著

　北斎の娘に生まれ、その右腕と
して様々な絵を描く一方、自分だ
けの光と色を終生追い続けた女絵
師・応為。自問自答する20代から、
傑作『吉原格子先之図』に至る60
代までを描く。

　数
かず

は１兆
ちょう

で終
お

わるわけじゃない。
もっと大

おお

きい数
かず

があるよ！�ほんと
に、なによりも大

おお

きくて、気
き

が遠
とお

く
なるほどマンモスサイズの数

すう

字
じ

をあ
げるなら、グーゴル！ゼロが100個

こ

つ
くすごい数

すう

字
じ

、『グーゴル』のお話
はなし

。

◇アンと青春� 坂
さか

木
き

　司
つかさ

�著
◇暗幕のゲルニカ� 原

はら

田
だ

　マハ�著
◇完本檀流クッキング� 檀

だん

 一
かず

雄
お

�著，檀
だん

 太
た

郎
ろう

�著，檀
だん

 晴
はる

子
こ

�著

◇いろいろおすし� 山
やま

岡
おか

　ひかる�作
◇干

ほ

したから…� 森
もり

枝
えだ

　卓
たか

士
し

�写真・文
◇動

どう

物
ぶつ

と話
はな

せる少
しょう

女
じょ

リリアーネ 
　物

もの

語
がたり

の花
はな

束
たば

� タニヤ・シュテーブナー�著

ロバート・E
イー

．ウェルズ�さく
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

こ
と
し
も
花
を
咲
か
せ
ま
す

ポ
イ
捨
て
の
な
い
ま
ち
を

目
指
し
て

花
の
苗
作
り
に
挑
戦

新
入
学
児
童
を
交
通
事
故
か
ら

守
る

　
５
月
２
日
㈪
、
中
央
地
区
連
合
町

内
会
の
役
員
が
Ｊ
Ｒ
幌
別
駅
西
口
広

場
花
壇
の
草
取
り
と
周
辺
の
清
掃
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
花
壇
に
は
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い

た
た
め
、
ス
コ
ッ
プ
や
く
わ
で
土
を

耕
し
ま
し
た
。

　
花
壇
の
中
央
に
は
昨
年
の
秋
に
水

仙
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
植
え

可
愛
ら
し
い
花
が
乗
降
客
を
お
も
て

な
し
し
ま
す
。
６
月
中
旬
に
は
３
千

5００
株
の
花
苗
が
植
え
込
ま
れ
美
し
い

彩
り
で
心
を
和
ま
せ
ま
す
。

　
４
月
17
日
㈰
、
『
春
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
』
が
市
内
68
町
内
会
で
実
施
さ

れ
、
多
く
の
市
民
が
早
朝
か
ら
火
バ

サ
ミ
や
ご
み
袋
を
手
に
、
空
き
缶
や

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ご
み
と
不

法
投
棄
や
放
置
さ
れ
た
自
転
車
50
台

を
回
収
し
ま
し
た
。

　
鷲
別
町
の
漁
港
周
辺
で
は
、
鷲
別

中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
生
徒
も

参
加
し
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
捨
て

ら
れ
た
ご
み
の
収
集
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　
３
月
25
日
㈮
、
市
連
合
町
内
会
環

境
衛
生
部
会
で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
推

進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
フ

ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
戸と

田だ

憲け
ん

吉き
ち

さ
ん
の

指
導
の
も
と
、
種
か
ら
苗
を
育
て
る

種
植
え
講
習
会
を
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
、
各
町
内
会
か
ら
33

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
サ
ル
ビ
ア
の

種
を
一
粒
ず
つ
丁
寧
に
植
え
、
愛
情

を
込
め
て
育
て
、
６
月
に
元
気
な
花

を
町
内
会
の
花
壇
な
ど
に
植
え
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
市
連
合
町
内
会
生
活
安
全
部
会
で

は
、
各
町
内
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

『
新
入
学
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
日
』
の
運
動
を
入
学
式
の
翌
日
か

ら
一
週
間
行
い
ま
し
た
。

　
通
学
時
間
に
車
の
通
行
の
多
い
危

険
な
場
所
で
、
高
学
年
の
児
童
の
引

率
で
通
学
す
る
黄
色
い
カ
バ
ー
の
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
う
新
１
年
生
に
交

通
安
全
啓
発
小
旗
を
持
っ
て
、
「
お

は
よ
う
」
、
「
車
に
気
を
つ
け
て
」

と
声
か
け
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
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白老町 室蘭市 伊達市
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人のうごき（平成28年4月末日現在）／人口49,698（＋68）世帯25,022（＋165）（　）は前月比

　飲食コーナーや新鮮な海産物の販
売のほか、ビーチ餅まき、地場産品
が当たるビンゴ大会など楽しいイベ
ントを用意しています。
　ご家族そろって初夏の海を満喫し
てみませんか。
▶日時　７月３日㈰９時～15時
▶場所　有珠海水浴場
※�有珠海水浴場のオープン期間は、
７月３日㈰から８月21日㈰まで。

▶�問い合わせ　同実行委員会事務局・
矢内さん

　（☎０９０－１６４２－４３５０）

ポロトの森ウォーク
～アイヌのお話と自然観察～ 第35回有珠磯まつり

　ポロト自然休養林の観察用浮き橋
を歩きます。
▶日時　６月19日㈰９時～12時
▶�集合場所　ポロト自然休養林ビジ
ターセンター前�
▶対象　18歳以上の方
▶定員　12人（申し込み順）
▶参加料　500円（保険料を含む）
▶�持ち物　虫よけスプレー、タオル、
飲み物
▶�申し込み　６月16日㈭までにアイ
ヌ民族博物館
� （☎０１４４�３９１４）
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　室蘭市子育て応援団の登録団体が
中心となって実施するイベントです。
▶�日時　６月25日㈯・26日㈰10時～
17時
▶�場所　スーパーアークス室蘭中央
店３階
▶�内容　親子で楽しむ遊び・体験、
子どもの保険・健康・発達の相談
コーナー、手作り雑貨や軽食の販
売など、50ブース以上が登場
▶�問い合わせ　同事業実施委員会・
野副さん
　（☎０９０－１６４７－３２８６）

問い合わせ　企画調整グループ（☎�６５８６）

　市では、市政運営に対する市民の皆さんの満足度や重
要度、ニーズなどをお聞きし、今後の行政サービスの向
上と各施策を展開する上での指標や基礎資料とすること
を目的に、まちづくり意識調査を実施します。
　６月上旬から、市内在住の20歳以上の方から町別・年
代別に無作為に5,000人を抽出し調査票を郵送しますの
で、よりよいまちづくりを進めていくために、回答のご
協力をお願いします。

●調査内容　無記名式アンケート
●郵送物　設問用紙、回答用紙、参考資料、返信用封筒
●�回答方法　設問用紙に記載の各設問に対する回答を回答
用紙に記入し、返信用封筒に回答用紙のみを封入して７
月１日㈮までに投函または企画調整グループに持参

※�調査票を送らせてもらう方は無作為抽出のため、同一世
帯に複数の調査票が送付されることがあります。

※�調査結果は市ホームページで公表しますが、全て統計処
理を行いますので、回答者が特定されることはありませ
ん。▲まちづくり意識調査の同封物
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